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「もんじゅ」の40%出力プラント確認試験に向けて

平成２３年２月１４日

日本原子力研究開発機構



FBRサイクル技術の開発意義 1

燃料増殖による MAリサイクルによる

FBR

“燃えない”ウ

高レベル
廃棄物

（ガラス固化体）

ウラン資源の有効利用
MAリサイクルによる
環境負荷低減

FBR
再処理

ウラン資源を使いきるまでの年数

ラン
（U238）

FBRの高熱効率

FBR燃料製造～数千年

ウラン資源を使いきるまでの年数

プルトニウム、

高レベル
廃棄物

ガ 発
生

量
年

） 25

30

35
＋固化体製造時の発熱制限緩和

（発熱性FPの生成量減少）

軽水炉約100年
軽水炉
再処理

プルト ウム、

ウラン （ガラス固化体）

ガ
ラ

ス
固

化
体

発
（
本

／
Ｇ

Ｗ
・

10

15

20

出展：Uranium 2009: Resources, Production
and Demandより原子力機構作成

軽水炉
利用の場合

FBR利用の場
合

濃縮ウラン
燃料

ガ

0

5

軽水炉
再処理

ＦＢＲ
ＭＡリサイクル

高速中性子を用いるFBRサイクル技術は、資源問題（燃料増殖）と環境負荷低減（廃棄

軽水炉MOX燃料製造

and Demandより原子力機構作成 燃料
（“燃える”ウラン：

U235を濃縮）

物発生量減）に対して、社会の要請に応じた柔軟な対応が可能。

※ MA（マイナーアクチニド）：使用済燃料に含まれる長寿命の放射性核種（アメリシウム、ネプツニウム等）



FBRサイクルの実用化ステップ 2

２０５０年より前に
導入

高速増殖原型炉
「もんじゅ」 （２８万kW）

１９９４年 初臨界
２０２５年頃に

実現
高速実験炉

「常陽」 実証炉

商業炉(実用炉) 
（150万kW）

１９９４年 初臨界

•発電プラントとしての

「常陽」 実証炉
（50～75万kW）

•実用炉の経済性の
見通し

１９７７年 初臨界

発電プラントとしての
信頼性の実証

•ナトリウム取扱技術の確立•燃料増殖性や
安全特性の実証

見通し
•技術的諸性能の実
証

安全特性の実証

•保守補修に関する
知見の蓄積 等

【原子力政策大綱】（2005）

先進的な燃料技術の基
礎的な開発 等

【原子力政策大綱】（ ）
【エネルギー基本計画】（2010）

2050年頃から商業ベース導入を目指す



「もんじゅ」の概要 3
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燃 料：ＭＯＸ燃料（ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料）



性能試験再開までの経緯 4
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22年

もんじゅ事故
▼12/8

平成２２年４月２８日
地元了承

「もんじゅ」の必要性に関する国民参加の徹底的な議論

安全性総点検

原因究明

５月６日午前１０時３６分
性能試験を再開

地元了承

改造工事許可申請の
地元了解

（設工認）
改造工事の許認可

福井県「もんじゅ安全性 ５月８日午前１０時３６分

（設置変更許可）

福井県「もんじゅ安全性
調査検討専門委員会」

最高裁（国側勝訴）

５月８日午前１０時３６分
臨界に到達

改造工事の

高裁（国側敗訴）地裁（国側勝訴）もんじゅ行政訴訟

改造工事

プラント確認試験

昭和58年（1983年）5月： 原子炉設置許可を取得

昭和60年（1985年）10月： 建設工事開始（～平成2年）

平成6年4月： 初臨界

平成7年8月： 初送電

改造工事の
地元了解

３月

東海再処理施
設で火災・爆発
事故

２月

フランス政府
がスーパー
フェニックスの

９月

ＪＣＯ臨界事故

１月

中央省庁再編

８月

美浜３号機で
配管破損事故

１０月

日本原子力研
究開発機構が
発足

９月

新耐震指針

７月

新潟県中越沖
地震発生

性能試験前準備・点検

起動準備

性能試験
性能試験再開 5/6▼

→
「動燃改革」へ

廃止を決定

１０月

核燃料サイク
ル開発機構が
発足

１０月

原子力政策大
綱

性能試験

炉内中継装置落下 8/26▼



「もんじゅ」の経緯 5

8月 炉内中継装置の

総合漏えい監視
システムの設置

２次系ナトリウム 7月 炉心確認試験の終了

8月 炉内中継装置の
取り外し作業中の落下
（復旧準備中）

２次系ナトリウム
配管切断作業

2010年 5月 性能試験再開

7月 炉心確認試験の終了

2007年 8月 改造工事完了

2005年 3月 改造工事着手2005年 3月 改造工事着手

1995年12月 ナトリウム漏えい事故

1994年 4月 初臨界

1995年 8月 初送電

1994年 4月 初臨界



性能試験について

○ 性能試験とは
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○ 性能試験とは、
原子力発電所の建設工程の最終段階として、原子炉を起動して原子炉施設の安全性を確認するとともに、プラントの系
統・設備に係る機能及び性能について国の検査を受け、出力100％での運転（本格運転）が出来ることを確認するもの。

○ ナトリウム漏えい事故後、性能試験計画を見直し、三つの段階を踏んで慎重に確認して進めていく。
○ 炉心確認試験は 平成22年５月６日に開始し 同年7月22日に終了○ 炉心確認試験は、平成22年５月６日に開始し、同年7月22日に終了。
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原子炉が臨界状
態で 炉心の安

40％電気出力で、

水 蒸気系及びタ ビ
本格運転に向け、
40％ 75％ 100％22

年
5
月

22
年
7
月

12
月

態で、炉心の安
全特性を確認す
るため、炉物理
データの取得等
を実施

水・蒸気系及びタービ
ン・発電機を含むプラ
ント全系統の機能と
性能の確認を実施

40％、75％、100％
電気出力でのプラン
ト全系統の性能確
認を実施



炉内中継装置の落下（平成22年8月26日発生）

原子炉機器輸送 グリッパ
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炉内中継装置

引抜き治具

簡易キャスク

燃料出入孔
スリーブ

燃料出入孔

簡易キャスク

運転床

落 制御棒
炉内
中継

燃料出入孔
スリーブ

炉内中継
装置

燃料出入孔
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落
下

制御棒
駆動装置中継

装置

しゃへい
プラグ

燃料出入孔
スリーブ

炉内中継装置の
干渉物の撤去 炉内中継装置

燃料出入孔
プラグ

下部ガイド

炉内中継装置
外側の案内管

接続部

干渉物の撤去、
吊り治具等の据付

炉内中継装置
引抜き

燃料出入孔スリーブと
燃料出入孔プラグの

一体取付け

炉内中継装置及び燃料出入孔スリ ブの

燃料交換機
炉心

炉内中継装置及び燃料出入孔スリーブの
一体引き抜き作業方法（抜粋）



：強化した体制 もんじゅ特別推進本部（本部長：理事長）
もんじ プ ジ ク 管理状況等 確認を定期的 実施

理事長

原子力機構敦賀本部の管理体制の強化について 8

敦賀本部敦賀本部副理事長
敦賀本部長

＜もんじゅプロジェクトの管理状況等の確認を定期的に実施＞
理事長

もんじゅ特別チーム（責任者：敦賀本部長）
＜技術課題検討方針決定、工程管理など＞

炉内中継装置等検討委員会

敦賀本部長

理事
炉内中継装置等検討委員会

（外部有識者で構成）

・炉内中継装置の引抜き、復旧に関する
安全性確認
４０％出力プラント確認試験開始に

理事 本部長代理 本部長代理
理事

本部長代理

東京地区
もんじゅ関連業務統括

敦賀地区
もんじゅ関連業務統括

福井地区
もんじゅ関連業務統括

もんじゅ運営会議（議長：所長）
＜技術課題の検討・決定＞

もんじゅもんじゅ
・４０％出力プラント確認試験開始に
向けた技術的課題検討

もんじゅ所長

炉内中継装置対応特別チーム（統括責任者：副所長）
・引抜き・復旧に係る技術的検討・評価、技術的調整

・炉内中継装置落下の原因究明や炉内設備の健全性評価等に
ついて検討安全品質管理室長

運営管理室長

ついて検討
・メンバーは副所長をトップに各部の担当者が横断的に参加

・専従総括班を設置し、検討・調整等により引抜き・復旧作
業の推進

炉内中継装置プ ジ クト ム 主査 プ ト保全部長）

技術部長

プラント管理部長

安全品質管理室長

炉内中継装置プロジェクトチーム(主査：プラント保全部長）
・炉内中継装置の引き抜き作業について検討・評価、情報共有
・プラント保全部を中心に、常陽関係者、メーカ４社も参画

プラント保全部長



☆もんじゅマネジメント、対外調整、情報発信に関し強化された体制の下、平成２３年度

今後の「もんじゅ」工程 9

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

☆も じゅ ネジ ント、対外調整、情報発信 関し強化された体制の下、平成 年度
内の４０％出力プラント確認試験の開始を目指す

☆平成２４年度頃の出力上昇試験の実施及び平成２５年度の本格運転の開始を目指す

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

40 出力プ

性 能 試 験

炉心確認試験

40％出力プラン
ト確認試験 出力上昇試験

本格運転

プラント
確認試験 燃料交換/設備点検

燃料交換/1次・2
次系設備点検

本格運転

起動

準備

性能試験前

準備・点検

水・蒸気系 点検・機能試験蒸気系 検 機 試験

屋外排気ダクト取替工事

注）本工程については、今後の作業の進捗状況や前倒しも含めた検討を踏まえて見直すことがある。

炉内中継装置復旧


